職種：管理･監督　　職務：管理・監督
【概要】

製油所や部門、現場の業務が円滑に遂行できるように、ヒト・モノ・カネの経営資源を効果的に活かし管理・監督を行う仕事である。

【仕事の内容】

担当職場や部門の責任者として、会社や工場の方針に沿った部門の目標や行動計画に従って、部門全体の進行管理を適切に確認し、与えられた業務が円滑に進むよう管理・統率する。

業務の推進にあたっては、品質向上、経費節約、時間短縮、安全確保等をふまえ、部下への指導・指示及び部門内・部門間における業務の調整を適切に行うとともに、不具合点、問題が発生した場合は、すみやかに対応し総合的に適切な判断・改善策をくだす。

また、部下を育成し組織を束ねる管理・監督職として、組織の活性化を図り、職員一人ひとりの個性と能力を引き出すなど、人材が最大限に活用される組織づくりに努める。社員のモチベーション（動機付け）、スキルアップ、キャリア形成などの人材育成を図るとともに、健康管理や職場の安全確保に心掛けるなど、組織が円滑かつ効果的に運営できるよう努める。

（1） 【求められる経験・能力】
（2） 管理・監督を行うものは、職制上の役付者で重要な職務と責任を有し、経営者と一体的な立場にある場合が多い。このため、経営者と一体的な立場として、経営全般に関する幅広い知識を習得していることが望ましい。
（3） 管理・監督職務は、部下や現場の従業員に指示を行ったり、指導・教育することも求められていることから、仕事上の知識・技能を正確に効率よく教える(伝達する)ための仕事の教え方、人の扱い方など、円滑な対人関係構築能力が求められる。また、他部門と連携しながら作業を進めるチームワーク能力やコミュニケーション能力も求められる。
（4） 管理・監督者は、強力なリーダーシップを発揮して、部下の持つ能力を組織の目標に向かって十分発揮させていく立場にある。部下の指導、育成は重要な責務であり、教育訓練や労務管理に関する実務知識も必要とされる。
【関連する資格・検定等】

・技術士（経営工学部門）

・衛生管理者（１種・２種）

　・労働安全コンサルタント、労働衛生コンサルタントなど
【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　２３１　会社の管理職員


